
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 開講時間

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 60%

小テスト 20%

レポート 0%
成果発表

（口頭・実技）
10%

平常点 10%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

International communication３ペア発表

個人ミニスピーチ準備、Listening

個人ミニスピーチ発表

まとめ

ペアでの発表を通して、人前で躊躇せずに英語を話す力を習得します。

個人ミニスピーチの作成を通して、英語で文章を構成する力を習得します。

個人ミニスピーチの発表を通して、人前で躊躇せずに英語を話す力を習得します。

前期授業における学習内容を復習し、重要なポイントについて理解・確認をします。

Internationl communication3、listening ペアでの発表を通して、英語で伝える力を高めます。

ペアでの発表を通して、英語で会話する力を習得します。会話の練習を通して、英語での会話力を高めます。

ペア会話練習、Grammer(動詞2) 文法(動詞)を理解し、英文の理解を深めます。ペアでの練習を通して、英語での会話力を高めます。

Grammer(疑問文)、Vocabulary Quiz3、ペア会

話練習

文法(疑問文)を理解し、英語の文の成り立ちの理解を深めます。ペアでの会話の練習を通して、英語での会話力を高めま

す。
International Communicationペア発表、日常会

話表現
grammer(動詞１)、Reading、日常で使われる

様々なフレーズ、日常表現Quiz1
文法(動詞)を理解し、英文の理解を深めます。日常で使われるフレーズを習得します。

Grammer(品詞)、Vocabulary Quiz2、

International Communicationペア発表、

Grammer(基本文型1)

異文化理解、grammer(基本文型2)、Reading 異文化についてグループで質問しあい理解を深めます。

Internatinal Communication2、Reading 実践的な英会話のダイアログを通じて、実際の場面で英語を話す力を高めます。

文法(代名詞)を理解し、英文の理解を深めます。

ペアでの発表を通して、人前で躊躇せずに英語を話す力を習得します。

International Communication1、Reading、

vocabulary Quiz1

実践的な英会話のダイアログを通じて、実際の場面で英語を話すことをより理解します。また読解練習を通して、読む力を

習得します。

評

価

方

法

備　　考

試験を評価します。

授業の理解度を確認するために実施します。

授業時間内に行われる発表について評価します。

積極的な授業参加度、授業態度によって評価します。欠席は平常点から減点します。

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

Intoroduce yourself、Vocabulary1、Listening 英語でスピーチ(自己紹介)をすることで、人前で躊躇せずに英語を話す力を習得します。

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） グローバルコミュニケーション１

科目基礎情報

スポーツ健康学科三年制 スポーツビジネスコース 前期

１年次 必修 30時間

2単位 講義

　授業では、躊躇せずに積極的に発言してください。個人またはペアでの発表があります。

　授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができないため注意してください。

毎回資料を配布します。各自紛失しないように管理してください。参考図書 『My first passport1 Oxford university press』2017年 等

担当教員情報

宍戸智美 実務経験の有無・職種 無

学習目的

　実用的な会話とリスニングの練習を通して、会話運びをスムーズにおこなうスキルを習得します。また、個人ワークやペアワークを採り

入れることによって、英語でコミュニケーションを取ることに慣れることを狙いとします。基礎文法の復習を通じて、英語への理解を深め

ます。

到達目標

１）英語を聞いたり話したりすることに慣れ、基礎的な会話を理解できる素地を習得します。

２）ペアワークなどを通して、主体的に英語でコミュニケーションを取る力を習得します。

３）基礎的な文法を学び、基本的な英文を理解する力を習得します。

教育方法等

　実践的な会話のダイアログを用いて、「リスニング」と「スピーキング」のスキルを習得していきます。また、ペアもしくは

個人の発表を採り入れ、主体的に人前で英語を話すことを目指します。最後に、英文法の基礎的内容を把握することによって英

語への理解を深めます。


